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　  土浦市観光協会
（☎029-824-2810　　http://www.tsuchiura-kankou.jp）
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土浦の雛まつり土浦の雛まつり
２月８日（土）～３月３日（月）　午前10時～午後４時

問    

◎筝の演奏
と　き／２月８日（土）　午後１時30分～２時30分
ところ／土浦まちかど蔵「野村」
◎ちりめん細工「ふくろう作り体験」
と　き／２月９日（日）、３月２日（日）
　　　　午前10時、午後１時30分から
ところ／土浦まちかど蔵「野村」
参加料／300円
定　員／各15人（先着順）
◎まちなかでポニーを見かけたら…
　ポニーに触れたり乗馬、記念撮影ができます。
と　き／２月18日（火）　午前10時～正午
ところ／中城通り
◎豚汁無料配布（なくなり次第終了）
と　き／２月22日（土）　午前11時30分から
ところ／土浦まちかど蔵「野村」
◎束帯・十二単装束の着装実演
と　き／２月23日（日）　午前11時、午後２時から
ところ／すがた美容室（桜町一丁目）
※駐車場はありません。
◎おしるこ無料配布（なくなり次第終了）
と　き／２月23日（日）、３月２日（日）
　　　　午前10時30分～午後２時
ところ／土浦商工会議所前
◎常陸秋そばのチャリティー販売（100食限定）
と　き／３月２日（日）　午前11時30分から
ところ／土浦まちかど蔵「野村」

協賛イベント

H P

信用金庫

中
城
通
り
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利用料／施術機関・内容により異なります。
◉高齢者家族支援「探索」サービス
　65歳以上で徘

は い か い

徊が見られる在宅の認知
症高齢者を介護している家族に、高齢者
が徘徊したときに早期発見できる探索機

（ＧＰＳ発信機）を貸与して、事故の未然
防止を図ります。
利用料／利用頻度により異なります。
◉日常生活用具給付
　65歳以上で非課税世帯に属する方に、日常生活用具
を給付します。
給付する用具／シルバーカー、住宅用火災警報器など

　市では、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らすための、さまざまな
サービスを実施しています。ぜひご利用ください。

　　　高齢福祉課（☎826-1111　内線2372）

◉救急医療情報キット配布
　65歳以上でひとり暮らしの方に、かかり
つけ医や緊急連絡先などの情報を保管する
専用の容器（キット）を無料で配布します。
※キットをお持ちの方は定期的に内容を確
　認してください。
◉見守りキーホルダー配布
　65歳以上でひとり暮らしの方や、認知症状のある方
に、外出先での緊急時に身元確認ができる登録番号を
記したキーホルダーを無料で配布します。

地域包括支援センター（☎内線2500）
◉愛の定期便（乳製品配布）
　65歳以上でひとり暮らしの方に、週２回乳製品を無
料で配達し、声かけをしながら安否の確認をします。

　 社会福祉協議会（☎821-5995）

◆ひとり暮らしの方へのサービス

◉寝具洗濯・乾燥・消毒サービス
　ねたきりなどで、寝具の衛生管
理が困難な65歳以上の在宅高齢
者のために、洗濯・乾燥および消
毒サービスを実施します。
利用料／１回につき
　掛け布団…200円、敷布団…200円、毛布…100円（年

４回まで）
◉訪問理美容サービス
　65歳以上でねたきりの方に、在宅で受ける理美容

◆ねたきりの方などへのサービス

◉「のりあいタクシー土浦」利用助成
　65歳以上の方の外出支援策とし
て、市内全域を運行している「の
りあいタクシー土浦」の利用者に、
年会費の一部を助成します。
助成額／１万円（年会費の自己負担は2000円）
利用料／１回につき片道500円
　　　　（神立・新治地区⇔荒川沖地区は別途500円）
◉はり・きゅう・マッサージ施術費補助
　70歳以上の方や、65歳以上のねたきりなどの家族を
介護する方に、施術費用の一部を補助します。
補助額／１回につき1000円（年８回まで）

◆その他のサービス

　　サービス料金の一部を助成しま
す。助成額／１回につき3000円（年
２回　まで）
◉ねたきり老人等福祉手当
　65歳以上でねたきりまたは認知症
の状態が３か月以上経過している在
宅高齢者で、今後も状態が続くと医師などが認めた方
に支給します。おむつや介護用品などの購入にもご利
用いただけます。
月　額／5000円（支給月は９月・３月）

◉緊急通報システム
　65歳以上で健康に不安のあるひとり暮らしの高齢者
宅に、急病などの緊急時に通報できる装置を設置し、
生活の安全確保、不安軽減を図ります。
利用料／所得に応じて自己負担あり
◉配食サービス（毎日型食事サービス）
　65歳以上で食事づく
りが困難なひとり暮ら
しの方や高齢者のみの
世帯に、栄養に配慮し
た食事を配達し、健康
保持および安否の確認
をします。
利用料／１食400円

高齢者福祉サービス高齢者福祉サービス

問    

問    

問

　　たて：7.9㎝
　　よこ：4.3㎝
　　厚さ：1.8㎝
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平成25年度
　３ヵ年事業実施計画

３
ヵ
年
事
業
実
施
計
画

３ヵ年事業実施計画（平成26年～28年度）

計画期間
　平成26年度から28年度までの３ヵ年を計画期間とし
ていますが、情勢変化などに柔軟に対応できるよう、
毎年度ローリング方式により見直しを行うこととしま
す。

対象事業
①投資的経費に係るもの
　公共施設の建設、公共用地の取得、工事負担金など

第７次土浦市総合計画の構成と期間

◆総合的な市政運営の指針
　まちづくりの目標を示すための基本理念、将来都市像の設定。これを達
成するための、計画推進の基本姿勢、施策の大綱の明確化

◆具体的な施策推進の指針
　基本構想に掲げた計画推進の基本姿勢と施策の大綱に沿った、より具
体的なまちづくりの指標の明確化

◆毎年度の予算編成の指針
　基本計画に掲げた施策を実現するため、基本計画に基づいた３ヵ
年のローリング方式による実施計画

基本構想

基本計画

実施計画

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

基　　本　　構　　想

前 期 基 本 計 画

後 期 基 本 計 画

実施計画

ローリング 実施計画

実施計画

実施計画

実施計画

実施計画

実施計画

実施計画

ローリング

ローリング

ローリング

ローリング

ローリング

ローリング

②政策的または計画的な推進を必要とするもの
　各種計画策定、調査、検討、組織の設置など
③事業内容の変更や大幅な改善を

加えるもの　
④公共施設の大規模な改修、増築、

更新　
⑤公共施設の大規模な修繕
⑥高額な備品購入など

　この計画は、「第７次土浦市総合計画」における本市が目指す将来像「水・みどり・人がきらめく 安心のまち
活力のまち　土浦」の実現に向けた各種施策を具体化するためのもので、予算編成および事務執行の指針とす
るものです。社会経済情勢の動向を注視しながら、中長期的な展望に立った財政運営のもと、事業の重要度、
緊急性および市民の皆さんの意向などを適確に捉え、真に必要な事業を厳選し、新しい時代に対応できるよ
う計画的で戦略性の高い行政経営を展開し、一段上を目指したまちづくりを、着実に進めます。

政策企画課（☎826-1111 内線2205）問
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事　　業　　名 26年度 27年度 28年度 内　　　容
新庁舎整備事業 新庁舎整備工事、ウララ広場大屋根設置工事他関連経費
市営斎場建設事業【合併特例債事業】 新市営斎場の改築整備
清掃センター延命化事業 清掃センターの大規模改修による長寿命化（平成30年度完成）
道路新設改良事業【合併特例債事業】 生活道路改良工事など
神立駅西口地区土地区画整理事業 土地区画整理事業、神立駅橋上化、東口自由通路整備
特定幹線道路整備調査事業 荒川沖木田余線設計、中央立田線（亀城モール）用地買収など
土浦駅西口広場整備事業 バリアフリー、安心安全に移動できる土浦駅西口広場の改修
木田余神立線（Ⅱ期）街路事業 用地測量・用地買収・物件補償など
常名運動公園整備事業 用地買収・物件補償など
常名・虫掛線街路事業【合併特例債事業】 改良工事など
神立停車場線街路事業 用地買収、物件補償、改良工事など
真鍋神林線延伸道路整備事業【合併特例債事業】 用地買収、物件補償、改良工事など
田村沖宿線延伸道路整備事業【合併特例債事業】 用地買収、物件補償、改良工事など
土浦駅前北地区市街地再開発事業 図書館を核とした複合施設および駅前東崎線の整備
駅前東崎線整備事業 再開発事業に伴う駅前東崎線の整備（再開発地区外）
土浦駅西口ペデストリアンデッキ整備事業 再開発事業に伴うペデストリアンデッキの整備
土浦小学校校舎及び屋内運動場改築事業 土浦小学校校舎および屋内運動場の改築整備
都和小学校校舎改築事業 都和小学校校舎改築整備
第二小学校屋内運動場改築事業 第二小学校屋内運動場改築整備
新治地区小中一貫教育学校整備事業 新治地区で施設一体型の小中一貫教育の学校整備
学校（幼稚園）施設耐震化事業 小学校、中学校校舎などの計画的な耐震補強整備
学校施設非構造部材耐震化事業 緊急時の避難場所となる体育館の天井材、内外壁材の落下防止工事
東小学校校舎増築事業 東小学校普通教室棟の増築整備
学校（幼稚園）施設エアコン整備事業 全中学校普通教室へのエアコン整備
新図書館整備事業【合併特例債事業】 新図書館の整備
美術品展示室整備事業【合併特例債事業】 土浦駅前市街地再開発事業により美術展示室を整備
水郷プール再整備事業 水郷プールの整備
川口運動公園野球場観覧席整備事業 川口運動公園野球場観覧席の拡大整備
川口運動公園野球場フィールド整備事業 川口運動公園野球場内野路面、外野芝生の整備

（仮称）荒川沖地区運動広場整備事業 （仮称）荒川沖地区運動広場整備
消防拠点施設整備事業【合併特例債事業】 防災拠点としての新消防本部庁舎の建設

主な事業一覧（事業規模の大きなもの）

３
ヵ
年
事
業
実
施
計
画

23年度～25年度 26年度～28年度
金額（億円）伸び率（％）金額（億円）伸び率（％）

歳

入

市 税 675 △ 4.0 648 △ 3.9
地 方 贈 与 税 等 71 △ 9.8 98 37.6
地 方 交 付 税 126 76.9 112 △ 11.0
国 県 支 出 金 286 18.3 332 16.1
基 金 等 繰 入 金 46 26.6 59 28.1
市 債 220 53.8 338 53.9
そ の 他 168 △ 27.8 90 △ 46.8
合 計 1,592 5.7 1,677 5.3

歳

出

人 件 費 290 4.0 285 △ 1.7
公 債 費 145 △ 14.0 136 △ 6.8
扶 助 費 281 27.1 302 7.6
投 資 的 経 費 278 51.7 471 69.7
そ の 他 560 △ 8.6 483 △ 13.8
合 計 1,554 6.1 1,677 7.9

本市の財政見通し
歳　入
　歳入の根幹をなす市税については、
市民税（個人・法人）および固定資産税の
基幹税目の伸びは期待できず、減少傾
向が続く見込みです。また、合併特例
債事業の推進などにより、市債発行額
は大きな伸びを示す見込みです。

歳　出
　生活保護費など扶助費の伸びが見込
まれます。公共施設の建設など、投資
的経費についても、合併特例債事業な
ど主要事業の推進により、大きな伸び
を示す見込みです。

長期財政フレームの策定
　このように、これから大規模な事業に計画的に取り組んでいきます。また、本市がこれからも持続的に発展し
ていくためには、長期的な視点からの行政運営を継続していく必要があります。そこで、これからの財政運営の
指針として、平成40年度までの15年を期間とする、長期財政フレームを策定しました。

※平成23～25年度の伸び率は、平成20～22年度の実績との比較
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長
期
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政
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ー
ム

投資的経費の推移

長期財政フレーム
　市では、「第７次土浦市総合計画」における将来像「水・みどり・人がきらめく　安心の
まち　活力のまち　土浦」の早期実現に向け、新庁舎の移転整備や市営斎場、消防本部庁
舎整備など、市政発展の礎を築くための事業に重点的かつ優先的に取り組んでいます。今

後３年間は、これまでにない規模の事業を実施していきます。
　一方、市の財政は、今後市税収入の伸びが見込めない中、社会保障費の伸びや市債の償還による公債費の増な
どが見込まれ、財政状況の好転は期待できない状況です。そこで、長期的な展望に立った財政運営のもと、実施
計画に位置付けた事業が今後の財政に与える影響を的確に捉え、真に必要な事業を厳選し、新しい時代に対応で
きるよう計画的で戦略性の高い、持続可能な行政運営をするため、長期財政フレームを策定しました。

持続可能な行財政運営のために～今後15年間の財政見通し～

　道路新設改良事業や下水道の整備など
を、これまでと同じ規模で実施していく
と、毎年財源不足が生じ、平成40年度
には、財源不足の累計額は、193億円と
なり、平成25年度末基金残高見込115億
円、うち財政調整基金44億円を大きく
上回り、本市の財政規模では財源の確保
は極めて困難な状況が見込まれます。

シナリオⅠ

　今後、大規模な公共施設事業を実施し
ながらも、本市の財政規模で耐えられる
よう、財源不足額193億円を圧縮する必
要があります。そのためには、一部事業
の先送り、国からの補助金の確保、また、
通常の事業を圧縮する必要があります。

平成29年度以降も、これまでの規模の公共施設の投資を行った場合
　　　　　　　　　平成40年度の累積財政不足額は、193億円に達する見込みです

一般財源不足額（累計額）

投資的事業投資的事業

平成40年度
財源不足累計見込額193億円

投資的経費および一般財源不足額推移

50

200

▲50

150

100

0

▲100

▲150

▲200

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

（億円）

本市の財政規模で耐えられ
る不足額ではありません !!

187

134
150

97 86
114

136

76
52 49 45 45 45 45 46

▲８ ▲11 ▲９ ▲３ ▲10
▲28▲39 ▲52

▲69
▲92

▲116
▲140

▲168▲193

（年度）0

投資的経費（公共施設建設事業等）の推移

平成25年度
３ヵ年事業実施計画

平成８～10年度の主な事業
○総合福祉センター整備事業
○土浦駅前地区市街地再開発事業
○土浦駅西駐車場整備事業
○管理型最終処分場整備事業
○木田余ポンプ場整備事業　など

今後の主な事業
○新庁舎整備事業
○市営斎場整備事業
○消防本部庁舎整備事業
○真鍋神林線・田村沖宿線街路事業　など
これまでにない規模の事業を実施して
いきます。

0
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（億円）
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　継続的に実施されている、通常の事業
を、これまでの 3 分の 1 規模の15億円
の範囲で圧縮する必要があります。

【通常の事業】
〇道路新設改良事業　
〇都市下水路、小規模排水路事業　
〇公共（汚水・雨水）、流域、特定環境保
　全下水道事業　
〇県営ほ場整備、農道かんがい排水事業
〇地域コミュニティ施設新築等補助事業

 など
　平成38年度からは、先送りした大規
模事業に再び着手していく計画です。　

　今まで以上に、事業の選択と集中によ
る事業の厳選が問われることになります。

シナリオⅡ 本市の財政規模を見据え長期的に安定した財政運営に向けたシナリオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　持続可能な都市づくりに向けたロードマップ

投資的事業投資的事業

一般財源不足額（累計額）一般財源不足額（累計額）

投資的経費および一般財源不足額推移

50

200

▲50

150

100

0

▲100

▲150

▲200

26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

（億円）

これまでの３分の１規模
の15億円の範囲で実施

187

134
150

70
56

28

▲８ ▲11
▲2 11 17

27 24 24 22 22
50 36

68
97

22 22 19 13 ６ ▲3 ▲12 ▲25 ▲36

長
期
財
政
フ
レ
ー
ム

（年度）

市債残高の見込

今後の財政運営の考え方
　このように、これから合併特例債事業など市の根幹となる事業を確実に完成させていきます。その後においての、
安定的な財政運営を継続していくためには、事業を圧縮しなければなりません。主要事業を除いた通常の投資的
事業量を15億円以内で実施していくことが重要な鍵となります。また、人口減少や高齢社会に適切に対応した公
共施設の再配置の検討など、本市の構造そのものの改革が必要となります。引き続き、行財政改革の推進と市民
と行政が一体となった協働のまちづくりを推進し、本市の規模に見合ったスリムな行政運営に努めていきます。

　平成31年度にピークの1020億円と
なり、これまでのピークであった、平
成10年度末の1017億円とほぼ同規模
となり、その後も1000億円～900億円
台で推移する見込みです。

学校や福祉施設建設など、長期間にわ
たって多くの市民が利用することがで
き、多額の費用が必要なために、市が政
府、地方公共団体金融機構、銀行など
から調達する長期的な借入金です。借入
金を返済する費用を公債費といいます。

市債とは

基金残高の見込
　平成25年度末115億円が、平成40年度末
には38億円と77億円の減となる見込みです。
庁舎建設基金41億円の全額活用、財政調整
基金の活用による減です。財政調整基金は、
平成40年度末は８億円となる見込みです。

経済不況などの大幅な税収減により
収入が不足したり、災害の発生で多額
の支出が必要になるなど不測の事態
に備え、年度によって生じる財源の不
均衡を調整するために積み立ててお
く、地方公共団体の貯金のことです。

財政調整基金とは

（億円）
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子
ど
も
郷
土
研
究
は
、調
査
、研
究
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、郷
土「
つ

ち
う
ら
」へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
19
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
省
略
）

作
品
は
２
月
16
日
㈰
ま
で
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（
☎
８
２
６
・
７
１
１
１
）

第
37
回　

子
ど
も
郷
土
研
究
最
優
秀
作
品

◉
研
究
の
動
機
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

私
は
今
ま
で
、
土
浦
の
水
に
関
す
る
研
究

を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
旧
市
街
の
水

路
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
浦
城
が
亀
城
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
、「
水
害
の
時
に
亀
の
よ
う
に
浮
い
て

見
え
た
」か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
一
見
平
坦
に
見
え
る
旧
市
街
に

も
高
低
差
が
あ
る
の
か
と
思
い
、
そ
れ
も
研

究
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◉
研
究
方
法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
関
東
地
方
の
海
岸
線
の
変
化
を
み
る
。

・
国
土
地
理
院
に
行
っ
て
昔
の
地
図
を
探

す
。

・
昔
の
絵
図
を
見
て
水
路
の
位
置
を
確
認
す

る
。

・
水
路
が
あ
っ
た
所
で
高
低
差
を
測
る
。

◉
資　

料
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

土
浦
市
史
、
図
説
土
浦
市
史
、
土
浦
町
内

物
語
、
土
浦
歴
史
地
図
、
国
土
基
本
図
、
古

地
図

ル
ー
ト
で
は
な
く
、

美
浦
村
付
近
か
ら

霞
ヶ
浦
を
渡
り
、
旧

出
島
か
ら
石
岡
へ
向

か
う
ル
ー
ト
で
し

た
。
図
説
土
浦
の
歴

史
を
見
る
と
、
土
浦

の
集
落
と
い
っ
た
ら
、
中
城
や
東
崎
で
周
り

は
流
れ
海
で
す
。

◎
平
安
時
代
は
じ
め

　

土
浦
城
は
平
将
門
が
つ
く
っ
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
伝
説
に

し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
そ

の
頃
こ
こ
は
ま
だ
水
だ
ら
け
だ
っ
た
と
言
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
土
浦
城
を
発
掘

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
基
礎
の
作
り
方
な
ど
か

ら
、中
世
以
前
の
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
平
将
門
が
城
を
築
い
た
と
言

う
事
も
あ
り
得
ま
す
。
城
部
分
が
高
台
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

田
中
に
は
、
平
国
香
の
墓
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
田
中
は
、
土
浦
城
下
で
一
番
古
い
集

落
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

◎
平
安
時
代
後
半

　

少
し
時
代
が
過
ぎ
る
と
源
義
家
が
来
て
、

中
城
で
こ
ま
市
を
開
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
頃
は
中
城
辺
り
に
も
陸
地
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

◎
鎌
倉
時
代

　

だ
ん
だ
ん
西
か
ら
水
が
引
い
て
き
て
、
鎌

倉
街
道
が
で
き
ま
す
。
鎌
倉
街
道
は
何
本
か

あ
り
ま
す
。
宍
塚
の
よ
う
に
上
流
を
通
る
も

の
と
田
中
か
ら
高
津
に
で
る
下
流
の
も
の
で

す
。水
が
引
い
て
い
っ
た
の
で
、何
回
か
ル
ー

ト
を
変
え
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た

鎌
倉
時
代
に
、「
土

浦
」が
初
め
て
文
書

に
出
て
き
ま
す
。

◎
室
町
時
代

　

土
浦
町
内
物
語
に

は
１
４
３
０
年
頃
に

若
泉
三
郎
が
堀
を
深

く
掻
き
あ
げ
て
、
戦
国
期
の
水
の
砦
と
し
て

整
備
し
た
、
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

て
そ
こ
に
、
町
や
水
路
を
つ
く
っ
て
い
き
、

土
浦
と
い
う
町
は
出
来
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

◎
江
戸
時
代

　

江
戸
時
代
に
水
戸
街
道
が
出
来
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
土
浦
と
い
う
町
は
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
大
町
は
遅
れ
て
、
１
７
２
５

年
に
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
路
を
整
備

し
て
い
き
、
水
郷
の
街
が
出
来
た
の
で
す
。

◎
明
治
時
代
以
降

　

明
治
時
代
、
土
塁
を
く
ず
し
て
水
路
を
埋

め
始
め
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
は
大
町
の
左

右
に
あ
っ
た
沼
も
、
現
在
の
市
役
所
近
く
の

山
を
削
っ
て
、そ
の
土
で
沼
を
埋
め
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
浦
は
一
時
発
展
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
発
展
し
て
い
く
の
と
同

時
に
、
だ
ん
だ
ん
水
路
は
埋
め
ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
に
な
る

と
、
ほ
と
ん
ど
水
路
は
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
水
郷
の
形
が
失
わ
れ

ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
、
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
水
路

の
名
残
を
探
し
に
行
き
ま
し
た
。

並木中等教育学校
１年　関 梢

こ こ

子さん

◉
研
究
の
結
果
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
水
の
歴
史
】

　

土
浦
旧
市
街
の
水
路
が
な
ぜ
で
き
た
か
を

調
べ
る
た
め
、
ま
ず
、
土
浦
の
水
の
歴
史
を

調
べ
ま
し
た
。

◎
縄
文
時
代

　

土
浦
は
低
地
に
あ
っ
た
た
め
、
６
０
０
０

年
ほ
ど
前
は
海
で
し
た
。
な
ぜ
分
か
る
か
と

い
う
と
、
現
在
高
台
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
貝
塚
が
あ
る
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
上
高

津
貝
塚
の
標
高
は
25
㍍
で
、
土
浦
駅
前
広
場

は
５
㍍
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
貝
塚
の

と
こ
ろ
が
海
岸
線
な

ら
土
浦
市
街
は
海
の

中
だ
っ
た
と
言
え
ま

す
。
そ
れ
か
ら
次
第

に
海
が
後
退
し
て
陸

地
が
で
て
き
ま
す
。

◎
奈
良
時
代
ご
ろ

　

石
岡
の
国
府
へ
の
道
は
現
在
の
６
号
線

水
戸
街
道
は

　
　
　
　 

高
か
っ
た

6000年前の霞ヶ浦

田中

高津

宍塚

台地

台地

黒い線が
鎌倉街道

問
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【
水
路
あ
と
を
探
検
し
よ
う
！
】

　

明
治
４
年
の
絵
図
を
見
て
、
当
時
水
路
が

あ
っ
た
場
所
に
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
の

地
図
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
水
路
は
全

く
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
水
路
の
跡
は

ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。何
か
手
が
か
り
を
探
す
探
検
で
す
。

◎
大
町

　

大
町
に
は
街
道
の
横
に
、
ア
と
イ
の
水
路

が
あ
り
ま
し
た
。
水
路
は
道
に
な
っ
て
同
じ

形
で
残
っ
て
い
ま
し
た
。
水
路
だ
っ
た
道
は

明
ら
か
に
低
く
な
っ
て
い
て
、
家
の
敷
地
が

高
い
で
す
。
ウ
の
部
分
は
絵
図
の
水
路
と
同

じ
に
や
や
曲
が
っ
て
道
が
あ
り
ま
す
。

◎
田
宿（
今
の
大
手
町
あ
た
り
）

　

エ
の
東
光
寺
に
は
土
塁
の
跡
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
土
塁
の
外
に
堀
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
家
が
建
っ
て
い
ま
す
。
土
塁
か
ら
道
路

の
歩
道
の
と
こ
ろ
ま
で
が
堀
の
幅
で
し
ょ
う

か
。

　

田
宿
の
オ
に
行
っ
て
み
る
と
、
家
の
裏
に

水
路
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
普
通

の
排
水
溝
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
ま
た
、
表

札
を
見
て
み
る
と
、
当
時
と
同
じ
名
字
の
人

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

カ
の
水
路
は
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
路

の
幅
は
道
の
幅
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

キ
の
と
り
か
こ
む
よ
う
な
水
路
は
一
部
し

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ク
。
土
浦
小
学
校
は
武
家
屋
敷
と
堀
を
埋

め
て
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
堀
が
ど
の
程
度

だ
っ
た
の
か
は
地
図
か
ら
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
歩
い
て
い
る
と
橋
の
跡
の
よ
う

な
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
横
の
塀
は
土
塁
を

支
え
た
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

◎
中
城（
中
央
一
丁
目
の
あ
た
り
）

　

ケ
。
中
城
に
は
大
手
堀
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
ち
ら
と
も
名
残
は
分
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

中
城
天
満
宮
の
後
ろ
に
は
水
路
が
あ
り
ま
し

た
。

　

コ
。
し
か
し
跡
も

名
残
も
あ
り
ま
せ
ん
。

霞
月
楼
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
中
城

天
満
宮
の
敷
地
は
半

分
に
な
っ
て
真
ん
中

を
今
の
道
が
抜
け
て

い
ま
す
。

　

サ
の
琴
平
神
社
の

裏
に
排
水
溝
が
あ
っ

て
水
が
流
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
堀
の
跡

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
通
り
よ
り
か
な
り

低
い
で
す
。
絵
図
で

は
こ
こ
が
行
き
止
ま

り
で
す
が
、
天
満
宮

の
よ
う
に
真
ん
中
を
道
が
抜
け
て
い
ま
す
。

◎
亀
城
公
園

　

亀
城
公
園
の
堀
は
少
し
し
か
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
絵
図
を
み
る
と
二
の
丸
の
堀
が
内
堀

に
繋
げ
ら
れ
て
残
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
シ
の
門
の
北
側
は
堀
の
幅
で
空
き
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
本
町
、
中
町（
中
央
二
丁
目
あ
た
り
）

　

ス
。
大
日
堂
の
奥
の
水
路
跡
に
は
排
水
溝

の
よ
う
な
跡
が
あ
り
ま
す
。
南
側
は
大
谷
石

で
護
岸
さ
れ
て
い
て
、
小
原
内
科
の
前
に
伸

び
て
い
ま
す
。
北
の
方
へ
は
駐
車
場
の
横
を

通
っ
て
名
残
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
。
こ
こ
に
は
囚
獄
が
あ
り
、
塀
で
囲
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
東
側
の
道
は
水
路
で

し
た
。
土
地
よ
り
ず
い
ぶ
ん
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
隣
に
あ
っ
た
済
岸
寺
に
は

当
時
、
水
路
が
あ
り
ま
し
た
。
跡
は
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ソ
は
筑
波
銀
行
前
で
す
が
な
ん
と
な
く
広

い
交
差
点
は
水
路
の
跡
で
す
。

　

タ
の
辺
り
は
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
。で
も
、

チ
は
水
路
の
跡
だ
と
思
い
ま
し
た
。
水
戸
街

道
側
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
堀
の

幅
で
家
を
建
て
て
道
に
な
っ
て
い
る
の
は
土

塁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ツ
に
は
門
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
門
の
跡

も
そ
う
で
す
が
、道
が
斜
め
に
走
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
の
亀
城
プ
ラ
ザ
の
裏
に
あ
る
の
は
水
路

の
跡
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
そ
ば
の

亀
城
タ
ク
シ
ー
の
前
の
妙
な
空
き
地
は
別
の

堀
の
跡
だ
と
思
い
ま
す
。
す
る
と
、
こ
こ
は

三
本
の
水
路（
堀
）が
狭
い
範
囲
に
流
れ
て
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明治４年の土浦城郭図
（原図は土浦市立博物館所蔵）
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【
高
さ
を
計
測
し
よ
う
！
】

　

計
測
で
次
の
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。

①
町
の
中
心
か
ら
亀
城
公
園
本
丸
と
の
高
低

差
②
水
戸
街
道
と
裏
通
り（
水
路
跡
も
）と
の
高

低
差

◉
計
測
方
法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

図
の
よ
う
に
ス
タ
ン
ド
に
乗
せ
た
水
平
儀

を
水
平
に
し
て
溝
か
ら
向
こ
う
の
計
り
た
い

電
柱
な
ど
を
見
ま
す
。
電
柱
の
目
印
の
高

さ
を
向
こ
う
に
行
っ
て
測

り
ま
す
。
ス

タ
ン
ド
の
高

さ
は
１
㍍
な

の
で
そ
の
差

が
高
低
差
で

す
。

◉
計
測
結
果
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

左
の
表
を
ご
覧
下
さ
い
。
場
所
の
数
字
は

下
の
地
図
に
記
入
し
て
あ
り
ま
す
。

◎
築
地（
城
北
町
あ
た
り
）

　

築
地
と
言
え
ば
築
地
川
で
す
。
築
地
川
跡

を
久
し
ぶ
り
に
歩
い
て
み
た
ら
、
途
中
は
新

道
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
田
町
、
横
町

　

ト
。新
川
の
研
究
の
時
に
行
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
は
田
町
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
ナ

で
は
昨
年
水
路
の
跡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
に
も
水
路
の
跡
が
あ
り
月
読
神
社
の
裏

に
続
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
少
し
水
が
流

れ
て
い
ま
す
。

　

ヌ
。
現
在
の
城
北
町
の
奥
の
水
路
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
駐
車
場
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

◎
立
田
か
ら
神
竜
寺

　

ネ
。
土
浦
第
二
高
校
の
周
り
に
は
水
路
が

あ
り
ま
し
た
が
南
側
は
も
う
分
か
り
ま
せ

ん
。北
に
は
川
の
跡
が
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
高
の
敷
地
は
他
よ
り
高
い
で
す
。

　

ノ
の
浄
真
寺
の
裏
に
は
土
塁
と
堀
の
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
の
幅
が
堀
の
幅
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
か
ら
南
を
見
る
と
神
竜
寺
の
土
塁
に

立
つ
木
が
見
え
ま
す
。
一
直
線
に
繋
が
っ
て

い
た
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

ハ
は
神
竜
寺
の
土
塁
で
す
。
お
墓
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ヒ
は
堀
の
跡
で
す
が
、
や
は
り
埋
め
て
お

墓
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
墓
に
な
っ
て
も

残
っ
て
い
る
の
は
大
事
な
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

フ
は
水
路
に
蓋
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
堀

の
曲
が
り
方
と
そ
っ
く
り
で
す
。
橋
の
あ
と

も
あ
り
ま
す
。
堀
の
あ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

◉
計
測
ま
と
め
・
気
づ
い
た
こ
と･･･････

　

旧
水
戸
街
道
を
中
心
に
計
測
し
て
き
て
分

か
っ
た
こ
と
は
、
城
を
除
い
た
ら
旧
水
戸
街

道
が
一
番
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

明
治
時
代
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
堀
や

水
路
が
城
を
囲
み
、
そ
れ
を
道
が
囲
ん
で
い

ま
す
。
城
は
も
と
も
と
高
い
所
に
建
て
ら
れ

た
の
だ
か
ら
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
と

も
と
高
い
と
こ
ろ
だ
け
に
水
戸
街
道
を
通
す

の
は
不
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

す
る
と
道
と
そ
れ
に
面
す
る
家
の
分
を
土
盛

り
し
て
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
当

時
大
工
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
道

も
高
い
し
、
工
事
費
も
高
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
昔
の
絵
図
に
は
元

禄
時
代
の
物
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
る

と
大
町
は
ま
だ
な
く
、
東
光
寺
の
土
塁
の
周

り
に
大
き
な
池
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
水
浸

し
の
場
所
に
街
を
築
い
た
わ
け
で
す
。
明
治

に
な
る
と
池
は
だ
い
ぶ
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
田
宿
と
築
地
は

武
家
長
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
戸
街
道
よ
り

低
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

す
。
武
士
の
土
地
よ
り
町

人
町
の
方
が
高
く
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
る
と
大
雨
の
時
は
、
武

家
屋
敷
は
浸
水
し
て
も
、

町
人
町
は
浸
水
し
な
か
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
身

分
を
考
え
る
と
不
思
議
な

感
じ
で
す
。

第37回　子ども郷土研究最優秀作品
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■最優秀賞

水戸街道は高かった
県立並木中
等教育学校

（１年） 関　　梢
こ こ

子
( 土浦市在住 )

■優秀賞
江戸のなごり（三高津村） 下 高 津 小（５年） 関　　望

も も

雲

出発！手野町たんけんたい 上大津西小（３年）

飯泉　瑠
る り

璃
榎本　圭

よしひろ

泰
圓城寺　楓

ふう

小野　千
ち さ と

聡
木曽　義

よしはる

陽
木村　緩

あ や か

香
塚本　麗

れ な

奈
藤沼　雨

う た

楽
橋があるのに川がない !?
～消えた水路と土浦の移り変わり～ 真 鍋 小（５年） 大山　颯

そうすけ

介

■優良賞
ツェッペリンが結んだ絆 神 立 小（６年） 勝田　瑛

えいすけ

介

つくばりんりんロードについて 山 ノ 荘 小（２年） 萩島　咲
さ わ

和
萩島　桃

も も か

花

発見！土浦じょうゆかりのたて物 土 浦 小（３年） 菊地　郁
い く ほ

帆
栗原　佐

さ わ

和
■努力賞

お盆と佐野子の盆綱 宍 塚 小（６年） 岩瀬　大
た い が

河
宮澤　秀

ひであき

彰
■学校賞／神立小学校

【
古
地
図
を
見
て
み
よ
う
！
】

　

国
土
地
理
院
で
昔
の
地
図
を
探
し
て
み
る

と
昭
和
43
年
の
国
土
基
本
図
と
い
う
も
の
を

出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
地
図
を
見

て
、
現
在
と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
当
時
は

高
度
経
済
成
長
期
で
こ
の
時
残
っ
て
い
る
の

は
最
後
の
水
路
で
す
。

◎
大
町

　

こ
こ
の
街
道
の
左
右
に
あ
っ
た
水
路
は
、

こ
の
頃
に
は
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
田
宿

　

こ
の
時
代
に
は
や
は
り
、
ほ
と
ん
ど
埋
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
南
端
に
あ
る

水
路
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
43

年
に
は
あ
っ
た
と
す
る
と
、
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
以
降
に
埋
め
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

45
年
前
は
両
親
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
ま
で
は
あ
っ
た
の
に
、
今
は
無
い
な
ん
て

シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

◎
中
城

　

も
う
水
路
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
と
同
じ
で
す
。

◎
亀
城
公
園

　

今
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
本
町
、
中
町

　

築
地
川（
田
町
川
）が
流
れ
て
い
ま
す
。

◎
築
地

　

こ
の
頃
に
は
ま
だ
、
築
地
川
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
築
地
川
だ
け
で
、
他
の

水
路
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
調

べ
た
細
い
水
路
跡
は
地
図
に
は
の
っ
て
い
な

い
の
で
、
築
地
川
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ

こ
へ
の
水
流
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
立
田
、
神
竜
寺
付
近

　

一
番
変
化
が
大
き
い
所
は
二
高
の
前
で

分
の
間
口
は
今
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。
水
路

と
水
路
の
間
隔
も
狭
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
以
前
は
細
く
て
も
水
路
の

名
残
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
全
て
埋
め
て
し
ま
う
と
、
家
の
排
水
が

流
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
で
も
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

く
る
と
排
水
路
も
必
要
な
く
な
り
、
埋
め
て

い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
一
部

現
在
で
も
排
水
路
と
し
て
使
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
探
検
の
時
に
見

つ
け
や
す
か
っ
た
し
、
昔
の
名
残
が
残
っ
て

い
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

【
ま
と
め
・
感
想
】

◉
名
残
は
排
水
路
だ
っ
た
？･･･････････

　
「
明
治
に
土
浦
の
人
は
堀
を
埋
め
て
家
を

建
て
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
こ
と
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
新
川
の
研
究
で

そ
れ
が
分
か
り
ま
し
た
が
、
他
の
地
域
で
も

本
当
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

堀
は
土
塁
を
壊
し
て
埋
め
た
と「
土
浦
町

内
物
語
」に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

土
塁
も
水
路
も
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
無
く
な
っ

た
わ
け
で
す
。

　

ま
た
武
家
長
屋

の
跡
な
ど
を
見
て

み
る
と
、
と
て
も

敷
地
が
狭
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま

た
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ

う
に
家
が
詰
め
て

あ
り
ま
す
。
一
軒

◉
今
の
街
に
も
高
低
差
？･････････････

　

大
町
で
は
裏
道
の
水
路
の
跡
の
高
さ
と
新

し
い
土
地
の
高
さ
が
同
じ
で
す
。
市
街
地
全

部
を
測
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

も
江
戸
時
代
の
土
地
の
高
さ
が
中
心
に
な
っ

て
い
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
築
地
川
の
よ
う
に
、
最
近
に

な
っ
て
埋
め
ら
れ
た
水
路
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
回
に
な
っ
て
や
っ
と
、
こ
の
よ
う

な
昔
の
名
残
が
残
っ
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ

が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
小
学
二

年
生
の
時
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
水
路
の
痕

跡
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
。
現
在
家
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、

池
が
あ
り
ま
し
た
。
道
も
広
が
っ
て
い
る
の

で
池
の
半
分
は
道
路
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
当
時
の
二
高
の
前
の
道
も
細
く
、
絵
図

に
あ
る
よ
う
に
水
路
が
か
か
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
45
年
、
い
や
、
そ
れ
以
下

の
年
月
で
劇
的
に
変
化
し
た
と
言
う
事
で

す
。
二
高
の
裏
の
能
西
寺
川
か
ら
浄
真
寺
裏

の
堀
も
ま
だ
あ
り
ま
す
。
流

れ
を
示
す
矢
印
も
書
い
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
神
竜
寺
東
の

水
路
も
流
れ
が
書
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
水
路
は
今
も
水

が
あ
り
ま
す
。

第37回　子ども郷土研究最優秀作品
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Information土浦市公式ツイッター　http://twitter.com/#!/tsuchiura_city

霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備

計
画
に
関
す
る
縦
覧

春
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

い
ば
ら
き

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
農

地
転
用
、
会
社
設
立
、
各
営
業
許

可
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で

お
受
け
し
ま
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き
／
２
月
16
日
㈰　

午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
／
三
中
地
区
公
民
館　

問
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部（
☎

８
２
５
・
３
６
３
３
）

と　

き
／
２
月
12
日
㈬　

午
後
７

時
か
ら
、
16
日
㈰　

午
前
10
時
か

らと
こ
ろ
／
生
涯
学
習
館

内　

容
／
基
本
設
計（
案
）の
中
間

報
告
と
し
て
の
施
設
整
備
の
考
え

方
や
配
置
計
画
な
ど

問
土
浦
駅
北
開
発
事
務
所（
☎
内

線
２
０
１
５
）

　

霞
ヶ
浦
圏
域
の
県
が
管
理
す
る

河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
、
農

業
用
水
な
ど
の
河
川
水
利
用
、
河

川
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い
て
河
川

整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
計
画
の
原
案
を
公
表
し
ま

東
日
本
大
震
災
の
ゴ
ミ

処
理
は
お
済
み
で
す
か

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
湖
畔
荘
」利
用
再
開 

　

施
設
修
繕
の
た
め
臨
時
休
館
し

て
い
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
湖

畔
荘
」は
修
繕
が
完
了
し
、
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
湖
畔
荘
」

（
☎
８
２
８
・
０
８
８
１
）

土
浦
駅
前
北
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
基
本

設
計（
案
）住
民
説
明
会

　

地
震
で
壊
れ
た
住
宅
の
瓦
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
大
谷
石
の
回
収
は
、

３
月
26
日
㈬
で
終
了
し
ま
す
。
回

収
を
希
望
す
る
方
は
お
急
ぎ
く
だ

さ
い
。

回
収
日
時
／
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
５
時（
祝
日
を
除
く
）

回
収
場
所
／
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場（
白
鳥
町
）

※
り
災
証
明
書（
写
し
で
も
可
）を

す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
／
２
月
14
日
㈮
～
28
日

㈮（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所
／
市
役
所
道
路
課
、
土

浦
土
木
事
務
所

※
縦
覧
期
間
中
は
県
河

川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
道
路
課（
☎
内
線
２
２
５
９
）、

土
浦
土
木
事
務
所（
☎
０
２
９
・

８
２
２
・
４
３
４
５
）

　

県
で
は
地
域
の
公
共
交
通
を
み

ん
な
で
考
え
、
支
え
る
た
め
、「
い

ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

デ
ー
い
ば
ら
き
～
マ
イ
カ
ー
利
用

を
控
え
る
日
～
」を
実
施
し
ま
す
。

県
内
一
斉
取
組
日
／
２
月
14
日
㈮

実
施
期
間
／
３
月
31
日
㈪
ま
で

※
期
間
中
任
意
の
日
を
設
定
す
る

こ
と
も
可
能

問
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
事
務

局（
☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
５

３
６
）

農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
回
収

込
先
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
、

環
境
衛
生
課
で
手
続
き
を
行
う

※
５
年
以
内
に
補
助
を
受
け
た
方

は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
環
境
衛
生
課（
☎
内
線
２
４
７
４
）

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入

費
補
助

　

市
で
は
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
回
収
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

回
収
日
／
２
月
13
日
㈭

回
収
場
所
・
時
間
／
Ｊ
Ａ
土
浦
れ

ん
こ
ん
セ
ン
タ
ー
…
午
前
９
時
～

10
時
、
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
…

午
前
11
時
～
正
午
、
Ｊ
Ａ
土
浦
新

治
支
店
梨
選
果
場
…
午
後
２
時
～

３
時

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課（
☎
内
線
７
６
１
８
）

　

市
で
は
生
ご
み
処
理
容
器
の
購

入
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
／
電
気
式
…
１
世
帯
１

基
ま
で
。上
限
２
万
円
ま
で
補
助
、

コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
容
器

…
１
世
帯
２
基
ま
で
。
１
基
上
限

４
０
０
０
円
ま
で
補
助

申
込
方
法
／
①
購
入
前
に
環
境
衛

生
課
に
問
い
合
わ
せ
る
、
②
処
理

容
器
を
購
入
す
る（
日
付
、
宛
名
、

金
額
、
機
種
、
基
数
、
販
売
店
が

記
載
さ
れ
た
領
収
書
を
も
ら
う
）、

③
領
収
書（
原
本
）、
は
ん
こ
、
振

第
１
回
土
浦
市
景
観
審
議
会

と　

き
／
２
月
13
日
㈭　

午
前
10

時
か
ら

内　

容
／
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ

都
市
計
画
課
か
ら

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課（
☎
内
線
２
４
４
４
）

い
て
ほ
か

第
７
回
土
浦
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

と　

き
／
２
月
19
日
㈬　

午
前
10

時
か
ら

内　

容
／
土
浦
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）に
つ
い
て

◎
共　

通

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
舎
２
階　

第
２
会
議
室

傍
聴
者
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

傍
聴
手
続
／
当
日
会
場
で（
午
前

９
時
30
分
か
ら
10
時
ま
で
）

問
都
市
計
画
課（
☎
内
線
２
２
６
６
）
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自
衛
官
幹
部
候
補
生

１
次
試
験
日
／
５
月
10
日
㈯

※
飛
行
要
員
の
み
11
日
㈰
も　

対
象
者
／
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
、大
学
院
修
士
課
程
修
了
者（
見

込
み
含
む
）は
28
歳
未
満
の
方

※
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

申
込
締
切
／
４
月
25
日
㈮

予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

試
験
日
／
４
月
11
日
㈮
か
ら
15
日

㈫
ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

対
象
者
／
一
般
…
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
方
、
技
能
…
18
歳
以
上
で

国
家
資
格
免
許
な
ど
に
応
じ
53
歳

未
満
～
55
歳
未
満
の
方

※
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在

申
込
締
切
／
４
月
２
日
㈬

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
土
浦
地
域
事
務
所（
☎
８
２
１
・

６
９
８
６
）、
市
総
務
課（
☎
内
線

２
２
１
２
）

平
成
26
年
度
自
衛
官
募
集

と　

き
／
３
月
２
日
㈰　

午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
す
ら
ぎ
の
園（
小
岩
田
西
二
丁

目
）

◉
講
演
１「
認
知
症
に
つ
い
て
」

講　

師
／
山
本
哲
也
さ
ん（
つ
く

ば
国
際
大
学
准
教
授
）

◉
講
演
２「
土
浦
市
見
守
り
事
業

に
つ
い
て
」

講　

師
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で

申
問
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や

す
ら
ぎ
の
園（
☎
８
３
５
・
３
１

３
５
、
FAX
８
３
５
・
３
１
３
３
）

介
護
予
防
教
室

　

箏
演
奏
、
抹
茶
セ
レ
モ
ニ
ー
、

ク
ラ
フ
ト
教
室（
紬
ブ
ロ
ー
チ
、

ち
ぎ
り
絵
）、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

ひ
な
ま
つ
り
ポ
ンcafé

く
ら
し
の
困
り
ご
と

無
料
相
談
会

　

相
続
、
遺
言
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
、
成
年
後
見
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。（
予

約
不
要
）

と　

き
／
２
月
25
日
㈫　

午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分（
受
付
は
午

後
８
時
ま
で
）

と
こ
ろ
／
二
中
地
区
公
民
館

問
茨
城
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
☎
８
８
８
・
１
０
２
２
）

小
学
校
理
科
支
援
員
募
集

は
た
お
り
作
品
展

　

は
た
ご
し
ら
え
講
座
受
講
生
と

は
た
お
り
伝
承
グ
ル
ー
プ「
む
い

市
立
博
物
館
か
ら

　

市
内
小
学
校
で
理
科
授
業
の
観

察
・
実
験
活
動
な
ど
で
教
員
の
支

援
を
行
う
方
を
募
集
し
ま
す
。　

雇
用
期
間
／
４
月
～
平
成
27
年
３

月
31
日

勤
務
時
間
数
／
総
時
間
数
２
０
０

時
間
程
度（
状
況
に
よ
り
増
減
）

賃　

金
／
時
給
１
０
０
０
円（
交

通
費
別
途
支
給
）

応
募
資
格
／
理
科
に
関
す
る
専
門

性
が
あ
り
、
小
学
校
理
科
授
業
の

観
察
・
実
験
な
ど
の
準
備
・
支
援
、

教
材
開
発
、
観
察
・
実
験
活
動
な

ど
技
能
向
上
支
援
が
で
き
る
方

（
教
員
免
許
の
有
無
は
問
わ
な
い
）

応
募
締
切
／
２
月
28
日
㈮

※
応
募
状
況
に
よ
り
締
切
日
前
で

も
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

販
売
や
土
浦
音
レ
ン
コ
ン
に
よ
る

演
奏
を
行
い
ま
す
。

と　

き
／
２
月
14
日
㈮　

午
後
１

時
～
６
時
30
分
、
15
日
㈯　

午
前

10
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分
、
16

日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
６

時　と
こ
ろ
／
ウ
ラ
ラ
マ
ル
シ
ェ

※
ク
ラ
フ
ト
教
室
は
紬
ブ
ロ
ー
チ

が
８
０
０
円
、
ち
ぎ
り
絵
が
４
０

０
円
の
参
加
費
が
必
要
で
す
。

問
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

８
２
６
・
１
１
０
１
）

男
の
料
理

水
郷
オ
リ
ジ
ナ
ル
鍋
編

　

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
お
い
し

い
料
理
を
、
包
丁
を
握
っ
た
こ
と

が
無
い
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
お

教
え
し
ま
す
。

と　

き
／
２
月
23
日
㈰
、
３
月
２

日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１

時と
こ
ろ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
者
／
男
性

講　

師
／
小
口
敏
和
さ
ん（
元
国

民
宿
舎
水
郷
料
理
長
）、
長
谷
川

治
さ
ん（
同
調
理
師
）

定　

員
／
各
回
20
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
０
０
０
円（
材
料
費

含
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接

申
問
生
涯
学
習
館（
☎
８
２
２
・

３
３
８
１
）

と　

き
／
３
月
２
日
㈰　

午
後
５

時
30
分
か
ら（
開
場
は
午
後
５
時
）

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

出
演
者
／
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
、

ウ
ー
・
フ
ァ
ン
さ
ん（
古こ

そ
う箏
奏
者
）、

土
浦
第
二
高
等
学
校
合
唱
部
、
都

和
中
学
校
合
唱
部

チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
前
売
…
２
０
０

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会

南
こ
う
せ
つ w

ith
 

ウ
ー
・

フ
ァ
ン
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

０
円（
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別

料
金
）、
当
日
…
２
５
０
０
円（
前

売
券
が
完
売
し
た
と
き
は
当
日
券

は
あ
り
ま
せ
ん
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
／
市
民
会
館

問
市
民
会
館（
☎
８
２
２
・
８
８

９
１
）

む
い
の
会
」、「
綿
の
実
」に
よ
る

作
品
展
で
す
。
は
た
お
り
体
験
も

で
き
ま
す
。

と　

き
／
２
月
22
日
㈯
～
３
月
２

日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分（
月
曜
日
休
館
）

と
こ
ろ
／
市
立
博
物
館

※
入
館
料
が
必
要
。
は
た
お
り
体

験
の
日
時
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。土

浦
城
東
櫓
無
料
開
放

と　

き
／
３
月
15
日
㈯
、16
日
㈰
、

18
日
㈫
～
20
日
㈭

※
３
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
は
本
館

展
示
室
１
も
無
料
開
放
し
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

第
35
回
特
別
展
の
展
示
作
業
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
／
３
月
18
日
㈫
～
20
日
㈭

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２

９
２
８
）

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
指
導
課（
☎
内
線
５
１
２
９
）
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素
敵
な
出
会
い
！

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

と　

き
／
３
月
８
日
㈯　

午
後
１

時
30
分
～
５
時（
受
け
付
け
は
午

後
１
時
か
ら
）

と
こ
ろ
／
ラ
・
テ
ラ
ス
・
ド
ゥ
・

オ
エ
ノ
ン（
牛
久
市
シ
ャ
ト
ー
カ

ミ
ヤ
内
）

対
象
者
／
50
歳
以
下
の
独
身
男
女

定　

員
／
男
女
各
35
人（
定
員
を

超
え
た
と
き
は
抽
選
）

参
加
料
／
男
性
…
５
０
０
０
円
、

女
性
…
３
０
０
０
円

※
３
月
５
日
㈬
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

料（
全
額
）が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
牛
久
市

市
民
活
動
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
締
切
／
２
月
26
日
㈬

申
問
牛
久
市
市
民
活
動
課（
☎
０

２
９
・
８
７
３
・
２
１
１
１　

内

線
１
６
３
１
）

聞
こ
え
の
支
援
シ
ス
テ
ム

　

３
月
３
日
の
耳
の
日
に
ち
な

み
、
補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
無
料

の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き
／
３
月
２
日
㈰　

午
前
10

時
50
分
～
午
後
４
時
30
分（
受
け

付
け
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
）

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ

ラ
２　

４
階
）

※
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
、
磁
気
誘

導
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

問
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会（
☎

FAX
８
５
７
・
５
１
３
８
）

「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
」

企
業
説
明
会
、就
職
面
接
会

と　

き
／
①
２
月
24
日
㈪　

午
前

10
時
か
ら
、
午
後
２
時
か
ら（
２

部
制
）、
②
２
月
28
日
㈮　

午
前

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

工
作
教
室

～
折
り
紙
つ
る
し
雛
を
作
ろ
う
～

と　

き
／
２
月
23
日
㈰　

午
後
１

時
か
ら
、
午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／
小
学
生
以
下（
保
護
者

同
伴
）

定　

員
／
各
回
10
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接

申
問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
６
・
４

８
２
９
）

11
時
か
ら（
就
活
セ
ミ
ナ
ー
）、
午

後
１
時
か
ら（
企
業
説
明
会
）

と
こ
ろ
／
①
水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル

（
水
戸
市
三
の
丸
二
丁
目
）、
②
ホ

テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波（
城
北
町
）

対
象
者
／
平
成
26
年
３
月
・
27
年

３
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
な
ど

※
事
前
申
込
は
不
要

問
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課（
☎

０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
８
）、

県
労
働
政
策
課（
☎
０
２
９
・
３

０
１
・
３
６
４
５
）

工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格（税抜）予定価格（税抜） 入札日
土浦市消防団第４分団車庫新築工事 大手町地内 日成ビルド工業㈱ 13,980千円 16,100千円 10月４日
市道並木四丁目１号線外改良工事（H25) 並木四丁目地内外 桜橋建設㈱ 37,000千円 38,750千円 10月11日
沖宿処理分区公共下水道（汚水）工事 沖宿町地内 ㈱斉藤建設 32,600千円 34,320千円 10月11日
市道新治中30号線改良工事 永井地内外 ㈱穂高建設 27,700千円 28,910千円 10月11日
市道白鳥15号線改良工事 白鳥町地内 ㈱オリエンタル技建工業 18,150千円 18,560千円 10月11日
永井地区ため池護岸工事 永井地内 栗原建設㈱ 10,920千円 11,040千円 10月11日
竹の入第二住宅水洗化工事 西根南二丁目地内 ㈱テックワン 14,200千円 15,220千円 10月11日
乙戸沼公園内園路弾性舗装及び植栽工事

（第二工区）
中村西根地内 土浦造園㈱ 22,650千円 23,700千円 10月11日

乙戸沼公園内園路弾性舗装及び植栽工事
（第一工区）

中村西根地内 第一造園土木㈱ 20,200千円 21,060千円 10月11日

都市計画道路川口田中線（Ⅲ期）道路改良工事 中央二丁目地内外 ㈱大鶴 35,800千円 42,360千円 10月29日
市道田村54号線改良工事 田村町地内 日和建設㈱ 20,500千円 20,810千円 10月29日
都市計画道路常名虫掛線（Ⅰ級41号線）
舗装工事（２工区）

常名地内外 桜橋建設㈱ 13,050千円 15,820千円 10月29日

都市計画道路常名虫掛線（Ⅰ級41号線）
舗装工事（１工区）

常名地内外 ヤシマ建設㈱ 12,800千円 13,190千円 10月29日

西真鍋都市下水路施設整備工事 真鍋二丁目地内 佐々木建設㈱ 64,000千円 66,230千円 11月15日
市道新治Ⅱ級３号線改良工事 本郷地内外 茨建工業㈱ 39,800千円 41,090千円 11月15日
手野地区歩道設置整備工事 手野町地内 佐々木建設㈱ 31,000千円 32,150千円 11月15日
手野谷原地区農道整備工事 手野町地内 ㈱オリエンタル技建工業 17,400千円 17,770千円 11月15日
虫掛地区農道整備工事 虫掛地内 ㈱住建企画 12,290千円 12,530千円 11月15日

平成25年10月～12月分

建設工事などの入札結果
落札金額が1000万円（税抜）以上のもの
について３か月ごとに掲載しています。

問 管財課（☎826-1111　内線2226）
　 水道課（☎821-6237）

広報つちうら　№ 1116　14

毎週火・木曜日　18：00から「いばキラＴＶ」で
土浦の情報を配信中！　http://ibakira.tv/
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北
方
領
土
返
還
要
求

茨
城
県
民
大
会

　

北
方
領
土
の
平
和
的
な
早
期

返
還
を
目
指
し「
北
方
領
土
返
還

を
求
め
る
茨
城
県
民
協
議
会
」が

行
っ
て
き
た
活
動
の
報
告
会
や
基

調
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
／
２
月
20
日
㈭　

午
後
１

時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

問
同
協
議
会（
☎
０
２
９
・
２
２

７
・
４
３
２
１
）

と　

き
／
木
曜
教
室
…
３
月
13
日

～
４
月
17
日
、金
曜
教
室
…
３
月

14
日
～
４
月
25
日

午
前
コ
ー
ス
…
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
午
後
コ
ー
ス
…
午
後
１
時
30

分
か
ら（
各
３
時
間
、
全
６
回
）

と
こ
ろ
／
大
学
ボ
ウ
ル（
真
鍋
四

丁
目
）

定　

員
／
各
コ
ー
ス
36
人（
先
着

順
）

受
講
料
／
２
０
０
０
円（
６
回
分
。

貸
靴
代
、
教
材
費
、
保
険
料
含
む
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
問
日
本
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

（
☎
０
９
０
・
１
０
５
０
・
５
５

５
２　

塚
本
）

初
心
者
向
き

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

～
面
接
で
好
印
象
を
与
え
る
メ
イ

ク
術
～

　

就
職
活
動
中
の
ひ
と
り
親
の
方

を
対
象
に
面
接
の
た
め
の
メ
イ
ク

術
を
学
び
ま
す
。（
託
児
付
き
）

と　

き
／
３
月
８
日
㈯　

午
前
10

時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

３
階（
水

戸
市
三
の
丸
一
丁
目
）

定　

員
／
20
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
問
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

ひ
と
り
親
家
庭
等

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る「
食

の
授
業
」を
通
し
て
、
食
べ
物
に

つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き
／
３
月
１
日
㈯　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ
／
県
立
医
療
大
学（
阿
見

町
阿
見
）

基
調
講
演
／
真
の
食
育
と
は
何
か

講　

師
／
小
泉
武
夫
さ
ん（
東
京

農
業
大
学
名
誉
教
授
）

定　

員
／
２
０
０
人（
先
着
順
）

問
関
東
農
政
局
土
浦
地
域
セ
ン

タ
ー（
☎
８
４
３
・
６
８
９
２
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
食
べ
物
」に
つ
い
て
親

子
で
考
え
よ
う

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
９
・
２

３
３
・
２
３
５
５
）

工事・委託件名 工事・委託場所 契約業者名 落札価格（税抜）予定価格（税抜） 入札日
まちかど蔵倉庫新築工事 中央一丁目地内 ㈱市村工務店 18,900千円 19,680千円 11月15日
神立菅谷排水区公共下水道（雨水）工事 神立東二丁目地内 日東エンジニアリング㈱ 62,900千円 64,390千円 11月26日
市道真鍋32号線改良工事 木田余町西台地内 ㈱新日興産 29,700千円 30,590千円 11月26日
市道西根南三丁目１号線改良工事 西根南二丁目地内外 川村建設㈱ 22,500千円 23,000千円 11月26日
川口運動公園サブグラウンド改修工事 川口二丁目地内 紫村工業 13,900千円 14,600千円 11月26日
市道Ⅰ級16号線改良工事 殿里地内 佐藤土木㈱ 21,200千円 21,730千円 12月11日
右籾第一処理分区公共下水道（汚水）工事 右籾地内 ㈱ムラマツ 20,450千円 20,930千円 12月11日
土浦第二小学校太陽光発電設備設置工事 富士崎二丁目地内 常陽水道工業㈱ 22,400千円 22,850千円 12月11日
土浦第四中学校太陽光発電設備設置工事 中高津三丁目地内 大和田電気工業㈱ 21,900千円 22,850千円 12月11日
新治運動公園野球場照明設備工事 大畑地内 雅電設㈱ 66,700千円 68,060千円 12月11日
新治運動公園野球場施設整備工事 大畑地内 ㈱大島工務店 71,800千円 73,360千円 12月20日
桜川１号橋（銭亀橋）耐震補強工事 下高津二丁目地内 ㈱霞工業 53,800千円 54,750千円 12月20日
市道新治北631号線改良工事 小野地内 桜橋建設㈱ 29,800千円 30,800千円 12月20日
市道小岩田西二丁目３号線改良工事 小岩田西二丁目地内 ㈱ムラマツ 19,350千円 19,800千円 12月20日
市道西根47号線改良工事 中村西根地内 川村建設㈱ 15,270千円 16,420千円 12月20日
常名虫掛線道路改良工事に伴う
仮排水路整備工事

常名地内 ㈱住建企画 13,550千円 13,810千円 12月20日

土浦小学校改築に伴う第２期外構工事 大手町地内 ㈱山六工務店 14,560千円 14,890千円 12月20日
木田余雨水幹線の常磐線横断に伴う
送水管移設工事

木田余地内 佐々木建設㈱ 88,000千円 90,980千円 12月20日

荒川沖西一丁目地内配水管布設替工事 荒川沖西一丁目地内 ㈱岡野設備工業所 16,400千円 16,730千円 10月11日
小松一丁目地内外配水管布設替工事 小松一丁目地内外 日東エンジニアリング㈱ 24,400千円 25,150千円 10月11日
生田町地内配水管布設替工事（第１工区）生田町地内 寿々木建設㈱ 21,000千円 21,500千円 11月15日
粕毛町地内外配水管布設替工事 粕毛町地内外 北都建設工業㈱ 16,000千円 16,600千円 11月15日
右籾地内右籾配水場造成工事 右籾地内 ㈱ムラマツ 18,480千円 18,800千円 11月15日
生田町地内配水管布設替工事（第２工区）生田町地内 ㈱阿部工業 15,250千円 15,440千円 12月20日

15　広報つちうら　2014.2.4

情報ひろば



広報つちうら　№ 1116　16

減らっせ減らっせ
Happy Ecology Life
And Save the Earth

減らそうごみ１日100gとCO2 １日１㎏ ～土浦市民のごみ減量大作戦～

環境衛生課（☎826-1111　内線2474）

小型家電 拠点回収小型家電 拠点回収

つちうら
４Ｒ

・温度調節で減らそう
・水道の使い方で減らそう
・自動車の使い方で減らそう
・電気の使い方で減らそう

実は！ごみを減らすと、焼却するごみの量が減り、CO2も減らすことができます。

　私たちが１人 1 日当たりに出すごみの量は約1.1㎏あります。ちょっと意識するだけで、その10％の 100g
を減らすことができます。

CO2 を減らそうポイント

・買う前に考える、調べる
・環境にやさしいものを選ぶ
・ごみを増やすようなものは断る
・ごみを分別する

ごみを減らそうポイント

問

新たなごみの分別にご協力をお願いします

　燃やせないごみとして埋め立てられていたものが、この回収により、金属、レアメタル、プラスチックと
して取り出されたあと、新たな製品の材料となります。
主な回収品目：電気コード・リモコン・ゲーム機器・携帯電話・カメラ・カーナビなどの家電（35品目）
回収場所：市役所、地区公民館、ごみ処理施設（清掃センター、環境クリーンセンター）

生ごみ分別収集生ごみ分別収集
　平成27年４月から全地区実施を予定しています。現在は、一部の地域でモデル地区として分別収集しています。
一中地区：城北町、田中一丁目、港町三丁目、蓮河原新町
三中地区：荒川沖東二丁目、西根南一～三丁目、中村南六丁目
四中地区：永国町、永国台、国分町、天川一・二丁目
五中地区：神立中央三丁目
六中地区：まりやま新町、烏山二丁目
都和地区：都和一・四丁目

容器包装プラスチック分別収集容器包装プラスチック分別収集

※平成26年４月から実施予定の地区：中村南三・五丁目、神立中央五丁目、菅谷町

ごみの量

　平成27年４月から全地区実施を予定しています。現在は、一部の地域でモデル地区として分別収集しています。
一中地区：文京町、城北町、蓮河原新町
三中地区：荒川沖東二丁目、西根南二丁目、中村南三・六丁目
四中地区：永国東町、永国町、永国台、国分町、天川一・二丁目
五中地区：神立中央三・五丁目
六中地区：右籾町３区、まりやま新町
都和地区：並木三・四丁目、常名町
新治地区：全域
※平成26年４月から実施予定の地区：港町三丁目、田中一丁目、西根南一丁目、菅谷町

◆必ず中身を出し切ってから捨ててください
　スプレー缶やカセットボンベをガスが入ったまま捨てると、爆発やごみ収集車の火災事故につながります。
◆ガス抜きにも注意
　使い切ったことを確認の上、火の気がない風通しの良い屋外で穴を開けてください。

アルミ缶１本

スチール缶１本
食品トレイ１枚
レジ袋１枚
バナナ１本

CO2 の量
25g
30g
7g

10g
50g

170g
40g
7g

46g
17g

スプレー缶などの捨て方に注意しましょう !

　土浦市では、ごみ減量化とリサイクルの推進に向け、次の３つの新たな資源リサイクルを実施します。

バイオガス（燃料）

たい肥

プラスチック製品、
コークス、ガス化など

H E L A S EH E L A S E
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　宍塚小学校は、４月に土浦小学校と統合するこ
とから、閉校に伴う記念事業を開催しますので、
ご来場ください。

とき・内容／２月22日（土）
　午前９時～午後２時…学校施設の見学、保存し
　　　　　　　　　　　てある写真および文集な
　　　　　　　　　　　どの公開
　午前11時30分～午後２時…模擬店出店

とき・内容／２月26日（水）
　午前９時～午後３時…学校施設の見学
　午前10時10分～11時10分…ハーモニカ演奏会

（定員は30人程度）
☆両日共通☆
　会場は宍塚小学校になります。
　駐車場は校庭前の空き地になります。

学務課（☎826-1111　内線5107）

　ケーブルテレビ事業者では、アナログテレビでも
地上デジタル放送を視聴できるようデジアナ変換
サービスを行っていますが、同サービスが平成27
年３月末で終了となります。テレビが見られなくな
る前に、対応をお願いします。

　地上デジタル放送の難視聴解消を目的として、
１月30日から「かすみがうらテレビ中継局」が開
局されました。ただし、エリア内であっても、地
形や樹木などによって電波がさえぎられる場合
や、電波の伝搬状況などにより視聴できないこと
があります。
　なお、電波を受信するためにはUHFアンテナ
とテレビ受信機器が必要です。アンテナ工事やテ
レビ受信機器のチャンネル設定などは、お近くの
電器店などにご相談ください。

総務省地デジコールセンター（☎0570-07-0101）

かすみがうら中継局からの放送開始について

問

Q.自分が該当するかどうか確認する方法は？
A.デジアナ変換サービスを利用して地上デジタル
　放送を視聴している場合は、テレビ画面の右上に
　「デジアナ変換」と表示されます。

Q.どう対応すればいいの？
A.次のいずれかの対応をお願いします。
　①地上デジタル放送対応のテレビを購入する
　②地デジチューナーをアナログテレビに接続する
　③土浦ケーブルテレビに加入（有料）して専用機器

　をアナログテレビに接続する
　※②、③はアナログテレビを引き続き使用できま

　す。詳しくは、お問い合わせください。

“がんばるランナー応援し隊！”
　全国から参加するランナーを
コース沿道から演奏やダンスなど
で応援し、大会を盛り上げてくれ
る団体を募集します。
と　き／４月20日（日）
　　　　午前10時～午後４時
ところ／特設応援エリア（５か所程度）
対　象／音楽団体（生演奏、太鼓、合唱など）
　　　　パフォーマンス団体（お囃子、ダンスなど）
　　　　※１団体10人以上
申込方法／出演申込書と演目資料（写真やCD、

DVDなど）を郵送またはメール
※申込書は大会ホームページまたは事務局窓口に

あります。
申込締切／２月21日（金）（当日消印有効）
結果発表／３月上旬
　　 かすみがうらマラソン大会事務局

（スポーツ振興課内　☎862-1960
　　kasumi42195@city.tsuchiura.
　　lg.jp）

申問    

◎デジアナ変換サービス全般について
総務省地デジコールセンター（☎0570-07-0101）

◎ケーブルテレビのサービス・契約内容について
土浦ケーブルテレビ（☎0120-999-000）

問    

問    

宍塚小学校の閉校に伴う
記念事業を開催します

学校公開・模擬店出店学校公開・模擬店出店

学校公開・ハーモニカ演奏会学校公開・ハーモニカ演奏会

問    

かすみがうらマラソン新企画

ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは

平成27年３月末で終了します！

ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは

平成27年３月末で終了します！

デジアナ変換
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※掲載した氏名、住所などの個人情報は、この広報紙以外では使用しません。

申込方法／①誕生日、②住所、③氏名（ふりがな）、④電話番号、⑤一言（25文字以内）を記入し、
写真を添えて広報広聴課へ郵送、メール（kouho@city.tsuchiura.lg.jp)または直接

申込締切／２月28日（金）
※４月上・中旬号に分けての掲載。応募写真は返却できませんので、ご了承ください。

宮下結
ゆ な

菜ちゃん
（菅谷町）

１歳おめでとう！
元気いっぱい

大きくなってね

遠藤隼
は や か

佳ちゃん
（富士崎一丁目）

１歳おめでとう
たくさん笑って

元気に育ってね♪

荒　昇
しょうご

吾ちゃん
（桜ケ丘町）

昇吾、大好き！
おめでとう♡

パパ・ママ・花音より

１歳のお誕生日
おめでとう

元気に大きくなってね

藤塚ひなたちゃん
（高岡）

お誕生日おめでとう
うまれてきてくれて

ありがとう♡

下村有
ゆうすけ

佑ちゃん
（乙戸南一丁目）

１歳のお誕生日
おめでとう!!

元気に育ってね♪

中川雄
ゆ う た

太ちゃん
（生田町）

１歳おめでとう！
ずっとその笑顔を
絶やさずにね♡

２月生まれ

鈴木康
こうすけ

介ちゃん
（中貫）

４月で１歳になる
赤ちゃんを募集!!

永谷桃
も も か

花ちゃん
（中村南三丁目）

元気に素直に育ってね
生まれてくれて
ありがとう♡

江畑健
けんしょう

勝ちゃん
（永国東町）

１歳おめでとう♡
大きく元気に

育ってね

橋本光
みつまさ

正ちゃん
（中高津二丁目）

１歳おめでとう！
パパ　ママの宝物
元気に育ってね！

１歳おめでとう！
瑠海の素敵な笑顔が

大好きだよ☆

向後真
ま な

愛ちゃん
（乙戸南二丁目）

☆１歳おめでとう☆
これからも笑顔で
元気に育ってね！

野村勇
は や と

人ちゃん
（小松三丁目）

１歳おめでとう♡
もっと大きくなあれ

宮崎煌
こうだい

大ちゃん
（田中三丁目）

お姉ちゃんと仲良く
元気いっぱい

大きくなあれ☆

仁平瑠
る み

海ちゃん
（小松一丁目）

筑波山地域ジオパーク筑波山地域ジオパーク

ロゴマークデザイン募集 !!ロゴマークデザイン募集 !!
　筑波山地域ジオパーク推進協議会では日本ジオ
パーク認定を目指した活動を進めています。そこ
で「筑波山地域ジオパーク」のシンボルとなるロゴ
マークを募集します。皆様に親しまれる、分かり
やすいデザインをお待ちしています。
応募資格／個人のみ
※未成年者は保護者の同意が必要
作品内容／
◉デザインサイズは縦横15㎝（拡大・縮小も想定。
下地は白地）とし、A４サイズの用紙（白地、縦長）
で作成。電子データの場合はJPEGまたはPDF形式
◉色数は３色程度で単色での使用も考慮
◉「筑波山ジオパーク」の名称を記載
※文字は漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字な
　ど自由

応募方法／郵便番号、住所、氏名、性別、年齢、
職業または学校名、電話番号、デザインの説明や
作品に込められた思い（200字以内）、未成年者の場
合は保護者の同意（署名・捺印）を記入し郵送また
はメール（総データ容量を２M 未満）で
応募締切／３月３日（月）午後５時必着
※詳細は、ホームページをご覧いただくかお問い

合わせください。
筑波山地域ジオパーク推進協議会

（つくば市科学技術振興課内）
筑波山地域ジオパークロゴマーク募集係
〒305-8555 つくば市苅間2530番地２

（研究学園D32街区２画地）
☎883-1111（内線5271）

 geo298@info.tsukuba.ibaraki.jp　

問
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①さつま芋は皮を厚くむき、１㎝幅に切って水につけ
アク抜きする。

②鍋に湯を沸かし、さつま芋を入れて、やわらかくな
るまで茹でる。

③湯を捨て、もう一度鍋を火にかけて水気をとばし、
熱いうちにつぶす。

④りんごは７㎜の角切りにする。レーズンは水で戻し
ておく。

⑤③の鍋に④と砂糖を入れて火にかけ木じゃくしで練
る。

⑥春巻きの皮で⑤を包み、油で色よく揚げる。
⑦お好みで熱いうちにシナモンパウダーをふる。

作り方

齊藤春野さん

食生活改善推進員
エネルギー　 318kcal
たんぱく質　　   2.4g
脂　 質　　　　 15.1g
カルシウム　   35mg
食物繊維　　　  2.6g
塩　分　　　　   ー

１人分の栄養素

さつま芋のお楽しみロールNo.104

食生活改善推進員の

健 康 料 理

　今回は、つぶしたさつま芋を春巻きの皮で巻いて揚
げるだけ！簡単おやつをご紹介します。
　さつま芋を切ると出てくる白い液は、ヤラピンとい
う樹液の一種。腸の蠕

ぜん

動運動を促進する働きがあり、
食物繊維との相乗効果で、お腹の中をきれいにしてく
れます。その他にも、コラーゲンの生成に不可欠なビ
タミンＣを多く含みます。さつま芋のビタミンＣは加
熱しても壊れにくいので効率よく摂取できます。
　シナモンパウダーをふると、ちょっぴり大人の味に
仕上がります。りんご、レーズンの代わりに中に入れ
るものを変えるだけでアレンジ自在！みなさんのオリ
ジナルメニューにもぜひ挑戦してみてください。

春巻きの皮　　　　４枚
さつま芋　　　　　300g
りんご　　　　　１／２
砂糖　　　　　大さじ２
レーズン　　　大さじ１

揚げ油　　　　　　適量
水溶き小麦粉　　　適量

お好みで
シナモンパウダー　適量

木村順子さん

材料・分量（４人分）

野球場・運動場の
利用調整会議

◉神立野球場などの大会調整会議
　と　き／２月19日（水）　午後２時から
　ところ／ワークヒル土浦（２階会議室）
◉神立・荒川沖野球場、市民・中貫公園運動広場、

南部市民運動広場の調整会議（大会以外）
　と　き／いずれも午前10時から

利用月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
開催日 ３月２日（日）６月１日（日）９月７日（日）12月７日（日）

　ところ／川口運動公園陸上競技場（２階会議室）
◉木田余地区市民運動広場の調整会議（大会以外）
　と　き／いずれも午前10時から

利用月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
開催日 ３月５日（水）６月４日（水）９月10日（水）12月10日（水）

　ところ／二中地区公民館（２階会議室）
川口運動公園管理事務所（☎821-1648）問
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消防出初式

迫力ある妙技、放水に拍手！

福もち獲ったどぉ～＆大抽選会

今年の運勢はいかに!?

　新春の恒例行事である「消防出初式」が市民会館やう
らら広場、土浦港などで行われました。見せ場の一つ、
はしご乗りでは、技が決まるたびに拍手や感嘆の声が
上がっていました。また、多くの消防車から迫力ある
一斉放水が行われた土浦港では、湖上に大きくきれい
な虹が現れ、見学に来ていた人の目を楽しませました。

（１月11日）　元日の夜明け前、霞ヶ浦総合公園内の風車前広場で
「福もち獲ったどぉ～＆大抽選会」が行われ、早朝の寒
いなか多くの人で賑わいました。福もちつかみどりで
つかめたお餅の数や抽選結果に皆さん一喜一憂。そし
て、待ちに待った初日の出の瞬間、広場には歓声があ
がり、多くの人が写真を撮ったり拝んだりしていまし
た。（１月１日）

スマートフォン用ホームページ

▲

■発行　土浦市
　　〒300-8686　土浦市下高津一丁目20番35号
　　☎029-826-1111
　　E-mail　info@city.tsuchiura.lg.jp
　　ＨＰ　http://www.city.tsuchiura.lg.jp/

■編集　市長公室広報広聴課
■人口と世帯数　14万2501人　５万8442世帯

　　　　　　(平成26年1月１日現在 )

次回「広報つちうら」２月中旬号は、２月18日(火)発行予定です。

この広報紙は環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。
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ぼくとキララちゃんの雛人形がリニューアル！
　「土浦の雛まつり」で飾ら
れるぼくとキララちゃんの
雛人形が新しくなったよ！
今年はまちかど蔵だけで
なく、市役所の入口（平日
のみ）にも飾っているから、
見に来てね☆

平成26年成人式

友との絆を胸に、新たな世界へ
　新成人の門出を祝う「成人式」が市民会館で行なわ
れ、1403人が大人の仲間入りをしました。会場は色
鮮やかな着物や袴姿の新成人で賑わい、旧友との久し
ぶりの再会に昔話がはずんでいる様子でした。式典で
は、市長が新成人たちにエールを送り、新成人代表の
宮沢直さんが感謝と決意の言葉を述べました。新成人
の皆さんの活躍を期待しています。（１月12日）

第３回つちまるふぇす開催決定!!
　ぼくのファンクラブイベント『つちまるふぇす』
の開催日が決まりました。２月11日
（火・祝）にウララマルシェ内で行な
います。みんな、遊びに来てね☆

つちまるファンクラブ会員募集中→


